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月
 

8
 

昭和 31 年 

第
八
回
全
国
優
良
農
機
具
共
進

会
は
，
 来
る
二
十
二
日
か
ら
二

十
七
日
ま
で
の
六
B
間
木
造
高
一

等
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
「
 

ま
す
。
今
年
は
農
業
機
械
化
圭

更
ら
に
張
く
普
及
推
進
す
る
た

め
、
出
品
展
示

K
も
大
い
 
K
一

苦
心
を
加
え
，
農
家
の
皆
さ
ん
一

の
8
考

K
資
す
る
こ
と
‘
た
つ

て
い
ま
す
か
ら
，
進
ん
で
参
観

し
農
葉
機
械
化
の
新
知
識
を
学

ん
で
下
さ
い
。
 な
お
余
興
と
し

て
津
樫
民
語
、
手
踊
大
包

N
 

H
K
。
ど
自
慢
‘

ミ
ス
津
軽
コ

ン
テ
ス
ト
，
寡
貫

コ
y
テ
ス
ト
ー
 

三
 
好
 

開
 
米
 
民
 
雄
 
山
 

田
 
忠
 
雄
 

佐
 
藤
 
重
 
兵
 

工
 
藤
 
惣
太
郎
 

人
4
の
目
K
ふ
れ
，
永
く
岩
本
空
 
車
力
村
長
 

川
改
修
の
大
事
業
を
後
世
K
停
一
 
工

藤
吉
之
助
 

え
る
事
に
た
り
ま
」
よ
5
 

一監
 
事
 
五
所
川
原
市
敗
入
役
 

協
賛
会
役
員
氏
名
 
一
 

平
川
甚
四
郎

を
 
i
i
ー
可
一1
・
て
 
全
 
浮

田
 
長
助
 

引
 
d
 
り
 
n
 

→
 
ー
 
・
・
 
‘
 

平
 
山
 
日
田
夫
 
岩
木
川
改
修
記
念
碑
移
転
除
幕
全
 

五
所
川
原
商
工
会
，
 
，
 

ー
ー
 

小
笠
原
 
俊
 
正
 
」
 
須
 

藤
 
富
 
雄
 
越
 
谷
 

正
 
鵬
 
の
発
超
で
乾
柵
の
た
、
と
に
移
 
中

島
谷
慶
五
郎
 
審

議
の
件
 

成
，町
 充
 騒
 

巨
I
 
.
1

、1
 

司
 m
 難

町
 

I
こ
ー
r
E
早
‘
 
会
 
長
 五
所器
譲
 

中
里
町
長
 
ー
 

川
端
町
道
路
の
巾
員
 

ム
ね
ぷ
た
一
 
各
町内
 

第
四

日
（
十
一

日
）
 

A
山
羊
品
評
会
 
九
時
ー
四
時
 

招
魂
堂
 

ム
中
学
校
相
撲
大
会
 
九
時
ー
 

四
時
 
小
学
校
 

ム
ね
ぶ
た
 
全
市
内
 

第
一
日
（
八日
）
 
熱
影

舘
鄭口
提
伽
 

A
日
本
舞
踊
 
十
時
ー
五
時
 

一△
盆
栽
展
・
窟
質
展
 
九
時
ー
 
第
五
日
 
〔

十
二
日
）
 

れ
祭
露
鹸
監
難
慧
が
 

蹴
撫
難
熱
難
舞
麟
難
獲
”
 

△
「
鵬綴
腫
時
ー
十時

A大
日1
後
ー
正
午
三
好
中
務

毎
雅

麟
夢
一
 

ロ
ー
タ
y
ー
（
最
終日
ま
で
）
 
（
 
二
時
ー
四
時
 
長
柵
中
 

K
於
て
全
体
討
議
を
行
い
，
 

第
二
日
（九
日）
 
A省
け
瞥
舞
極
詰
沖
「
維
騒
靴
臨
嬰

△
津軽
民議
大会

正
午

l四
《
一

一
時ー
四
●
「
中

加
暫
彰
舞
載

m
 

一
時
，

六
時
ー
十
時
 
小
学
校

A
八
日
仇
叫
ー
十
海
毘

必
m
呼
第
二
日

（
土
百
）
 

一
鵬
議
醸
醐
十
時
ー一
？
詳
目
編

齢
器

駐
技
北
務
講
糾
 

A
卓
球
 
午
前
九
時
ー
午
後
四
 

ー
第
i
i
i‘
〔
十肥
 
讐
器
翌
議
籍
騒
釦

撲
王“
前
九
時ー
午
後
四
 

A
一
般
椴
装
行
列
 
正
午
ー
四

は
次
ぎ
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
 
時
 
玉
中
 

ー
 
‘
 

一
 時
 
市
丙

一
円
 

た
。
両
日
は
五
所
川
原
ま
つ
り

A
柔
道
 
午
前
九
時
ー
午
後
四

ム
N
H
K
の
ど
自
慢
 
正
午

ー
開
催
中
で
、
あ
・
，
 一
層
の
に
 
時
 
農
林
高
校
 

△
琴
灘

会
九
時ー
懲
競
難
鍵
△

騒
”
表公
器
九
時4
 

一
町

J勲
齢
ー

I
 
「
万
馴陶
し
て
い
まけ
 
 

菊
池
院
長
退
任
 

市
立
病
院
4
耳
菊
池
惇
医
博
は

弘
前
大
学
入
り
の
た
め
退
機
し

ま
し
た
。
同
氏
は
市
立
病
院
開

設
と
共

K
”
任
し
た
も
の
で
在

任
醐
四
ケ
年
．
病
院
運
営
に
も

非
常
た
努
力
を
梯

い
，
患
者
と

の
接
し
よ
く
も
良
く
市
民
か
ら
 

消
防
署

え
ォ

ー
 

ト
 
パ
 ィ
寄
胎
 

F
話
競

馴
戴

「
翻
 
タ
鵬認
競

問
 

一」
難
麟
難
瞬

た
 

購
さ
れ
た
オ
ー
ト
パ
イ
）
 

栄
青

年

団
 
は
四
日
午
前
 

市
長
全
職
員
に
訓
示
 
八
時

牛
か
ら
．
栄
支
所
裏
の
グ
 

響
般裁
議
駄”
強
難
灘
難
一
 

静
軸
「
誘

輪
麗
加
】
一器
若
人
の
意
気を
高
揚
しま
 

と
職
員
の
心
檎
え

K
つ
い
て
的

一
時
間
K
わ
た
る
訓
不
を
行
つ

た
が
．
特

K
綱
紀
の
意
正

K
つ

い
て
強
調
す
る
と
と
ろ
が
あ
・

ま
し
た

（
富
直
は
訊
示
す
る
外

崎
市
長
）
 

附
託
案
件
 

～く
く
‘
く
“
一
 

れ
ば
と
 
鳳
 

ー
川
端
町
の
道
路
拡
張
の
件
先
音

K
断
量
を
か
け
降
り
て
大

K
つ
い
て
 

い
K
元
気
の
よ
い
と
こ
ろ
を
ひ
 

2
 
そ
の
仙
 

露
し
た
が
，
 サ
テ
程
の
ょ
い
瀧
 

七
月
二
十
八
日
 

つ
ぼ
の
冷
た
さ
K

，
 ま

こ
と
に
 

騒
鯉
常任精
会
「
【
難
鷲薙
 

ー
 
用
水
路
の
統
掛
合
の
件

こ
の
冷
泉
を
飲
ま
ず
ぱ
 
と
 

2
 
観
光
地

K
関
ナ
る
件
 

い
う
つ
、
り
か
・
飛
石
博
い
に
 

3
 
そ
の
他
 

巧
み
K
反
対
側
え
飛
び
移
り
‘
 

手
で
ナ
‘
つ
て
は
何
杯
、
何
杯
 

た
ば
こ
の
消
費
税
は
市
の
財
政
に
大
き
4
 

比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。た
ば
こ
は
是
非

市
内
で
買
う
よ
う
に
、
旅
行
の
揚
合
で
も

必
要
量
だ
け
市
内
で
買
つ
て
行
く
ょ
う
に

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。
 又
一
般
の
買
物
も

出
来
る
だ
け
市
内
で
し
、
市
内
の
お
金
を

外
へ
流
さ
な
い
よ
う
に
お
互
の
暮
しが
楽

に
ひ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

際
の
現
場
で
行
わ
れ
る
。
元
北
 

五
所
川
原
市
助
役
 

出
席
委
員
 

八
名
 

民
小
学
校
の
校
庭
に
あ
つ
た
‘
 

秋
田
 
正
 

附
託
案
件
 

△
名
士
演
事
大
会
 
二
時
ー
四
 

時
 
会
民
舘
 

ム鯉
舞
十
時

ー
玉
時
青
森現
聾
稜
探
臨
叱
狗
、
背

＋
後
四
”
 

県
青
大

会
日

程

J曳
象

馴
 

一

四
時
 
．
魂
堂
 

ー
m
川
勲
。
義
を
，
引
L
m
m
叫
 

△
花
火
大
会
 
午
後
八
時
ー
九
象
引
ゆ

た
い
を
，
 こ
れ
の
接
符

A
閉
会
式
 
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

農
業

共
済

組
ム
？
 

“
 
“
 
鵬四
昨
 

m

”

醒
）
 
叫

？
畑

助
 

総

代

当
選
者
 
五
 

山
 
形
 
善
太
郎
 

土
 
岐
 
義
 
吉
 
今
 
集
夫

郎
 

笠
 
井
 

栄
 

清
 
野
 
巌
 
．
 
海
 
惣

太
郎
 

斎清土工藤杉杉 

栄
 

・
 
石
 
岡
 政
太
郎
 

者
末

川
汝
唐
碑
移
 
‘
．
 
‘
 

ー

相
唄
も
化
吉
 
事
務
局
長
 

寺
山
惣
次
郎
 

岩
木
川
改
修
碑
移
 

』
「
「
太
」
 

確
晒
『
嚇
 
五
所
川
原
 
鰍
勤
誠
難
副
会
長

五
所川
線

蟹

議
会
の
動
き
（
七月
）
 

五
所
川
原
 
転

除
幕
式
挙
行
 

越飯 千平工毛山平

谷詰 葉山藤内上山 

幸耕金豊線昌 
助二雄郎爵夫 

の
発
超
で
乾
柵
の
た
、
と
に
移
 

岩
木
川
改
修
記
念
碑
移
転
除
幕
全
 

一
”
「

m
 

」
v
い
m
 

「
鴎
“
加

語
r
精
製

1
1
離
一
 
所
会
晒
又
三
郎
七鷲

画
常
任
委
員会
 

式
は
．
五
所
川
原
ま
つ
り
開
催
 

中
の
十
日
午
前
十
時
か
ら
乾
 

の
を
．
顧
み
る
人
も
な
く
維
草
蚕
 

中
 
川
 
木
 

村
 
操
 

・
 
h

一
う

J
 
影

K
割
青

れ
て
勤
」
‘
」
 
‘I
黙

文
四
郎
 
如
誹

裁
母
葺
 

の
中
K
忘
れ
去
ら
れ
て

h
る
の
 

松
 
浄
 
杉
治
郎
 
長
 
橋
 
！
 
醜
 

を
．
前
市
麟
寺
田
惣
次
郎
氏
等
全
 

楢
姐
村
長
 
工

事

K
つ
い
て
の
請
 

を
．
前
市
麟
寺
田
惣
次
郎
氏
等
全
 

五
所
川
原
商
工
会
 

し
声
 

r
"
"
e
、、
●

p
一
 d
.“
ト
r
い
J
J、J、
、●
一
 
い
‘
り
、
、
、‘P
「
J与
h・‘
、
●
一）
‘ら
、
●P
)
J寸
ら
、
●p
p一
●
、
●r
<？
叱‘
、
●p
J
'〉く
“
‘
・
‘
く
“

,
，、
・
”
‘
り
ー
ー

ー
‘
ーr
rい
戸
‘
●（
一
《一
●
、5
・
）J
 

一
 

秋
 
田
 
友
太
郎
 

杉
 
山
 
政
 
雄
 
増
 
田
 
繁
 

信
 
線
改
築
し
た
も
の
で
、
五
所
川
全
 

柏
村
長
 

2
 
大
邑
小
路
の
件
 

原
 
清
 

治
 

斎
 
農
 
定
四
郎
 

包
 
臣
 
五
”
H
草
h
畏
 
全
 

浮
田
 
長
助
 

出
席
委
員
 

八
名
 

笠
井
 
甚
左
工
門
 
杉
 
野
 
得
 
一
 
須
 

専
 
八
四
郎
 
原
市
の
新
名
所
と
し
て
道
往
く
一
 

小
関
 
貞
策
 

3
 
新
山
町
工
奉
引
渡
し
の
 

市
民
の
皆
さ
ん
御
機
げ
ん
如
何
で
す
か
、
漸
く
暑
さ
が
や
つ
て
き
ま
し
た
。
り
ん

ご
も
水
稲
も
．
こ
の
分
で
す
と
大
丈
夫
立
派
な
種
り
入
れ
が
で
き
そ
う
で
す
。
 ど

う
か
無
事
に
出
来
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
，
皆
さ
ん
と
共
に
念
願

し
て
や
ま
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
暑
さ
が
一
層
き
び
L
く
な
る
棋
様
で
す
が
皆

さ
ん
も
精
々
御
自
愛
下
さ
い
 

昭
和
三
十
一
年盛
夏
 

五
所
川
原
市
長
 
外
 
崎
 
千
代
吉
 

【
婚

転
軸
 
仙
庭
 
栄
 
八
 

暑
中
の

御

機
嫌

を

伺
い

ま
す
 

七
月
二
十
七
日
 

都
巾
計
画
常
任
委
員
会
 

件
及
び
叫
町
ー
憂
出
町

の
横
小
路
決
定
の
件
 

ー
 

ノ
 
ノ‘
ロ

罵

一い
ま
L
た
・
な
お
後
任
院
長
は
 

市
内
新
町
尾
崎
タ
ク
シ
1
社
臣
未
定
で
す
 

尾
崎
藤
雄
氏
は
今
回
市
消
防
カ
 

張
化
の
一
助

K
‘
と
キ
ヤ
プ
ト
 

ト
・

一l
E
一・
・一
・
 

引
勲
剥

ィ
』仁

付
自
 
外
崎
市
長
臨海
 

親
ま
れ
て
、
今
日
の
大
を
た
す

一
基
礎モ
築
い
た
功
労
は
大
・
く

外
崎
市
長
も
記
念
晶
と
感
謝
状

を
》
く
つ
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
 

飯
詰
不
動
瀧
に

建
設
省
の
技
官

を
案
内
し
た
外

崎
市
長
．
瀧
は

下
か
ら
見
な
け
 

‘
ど
く
！
ど
く
・
，
美
味
た
る

か
な
美
味
な
る
か
な
と
，
間
行

の
団
4
K
元
手
い
ら
ず
の
宜
停

こ
れ
つ
と
め
て
．
 い
ぎ
こ
ち
ら

側
《
昆
ら
う
と
し
た
途
端
，
見

事
？
た
ジ
ヤ
ソ
プ
も
及
ぱ
ず
流

れ
の
中
え
ジ
●
プ

ン
・
・
だ
が決

し
て
負
け
で
は
い
な
い
市
長
‘
 

ん
，
 「
，
年
で
す
ナ
』
と
曾
わ

れ
た
い
助
K
タ
イ
ミ
ン
グ
が
Aロ

わ
た
か
つ
た
だ
け
さ
…
な
る
阻
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ら
 
繰
り

ひ
ろ
げ
 

か
 
盛

夏
の
み
ち
の
く
を
彩
る
こ
う
例

一
 
の五
所
川
原
ま
つ
り
は
．
来
る
八

日
 

『
 
日か
ら
十
ニ
日
ま
で
の
五
日
問
関
 

8
 

一
二
催
と決
定
多
彩
な
行
事
を
全
市
に
 

一
一
 

く
り
ひ
ろ
げ
る
が
，
祭
り
の
ク
ラ
 

『
ー
 

イ
マ
ツ
ク
ス
て
あ
る
四
日
目
の
十

一
日
か
ら
十
ニ
B
に
か
け
．
 当
地

方
最
初
の
県
下
青
年
大
会
が
開
催
さ
れ
喬
楽
 

 

深
山

の
 る

五
所

川
原

祭
り
 

滴
劇
，
各
種
競
技
等
盛
沢
山
の
行
事
プ
錦

上
更
ら
に
花
キ
添
え
る
。
ま
つ
り
の
行
事

は
次
ぎ
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
が
、
今
年

は
特
に
料
理
店
組
合
．
族
館
組
合
の
協
賛

で
県
下
獅
ナ
舞
大
会
や
日
本
舞
踊
が
提
供

さ
れ
る
の
で
，
例
年
に
見
な
い
脹
わ
い
が

予
想
さ
れ
，
会
議
所
や
商
店
関
係
者
の
張

り
切
り
方
も
格
別
て
す
 

行 
事
で
 

       

農
機
具

共
進
曾

木
造
町
で
開
催
 

等
が
開
催
さ
れ
ま
す
 

竹
 
谷
 
粕
太
郎
 
鹿
 

内
 
石
太
郎

笠
 
井
 
丑
 
蔵
 
藤
 

田
 
実
 



●

」
‘
一
（
’J
、
．J
r，
ま

d嘱
く

！1
己

0
ュヲ
ー

、
 

・
，
精
 
尾
『
ー
IJ
 

凹
」
り
「（
山ー
】国
光
明
山

旧
「

イ
カ
ー

の
絶

え
」

い
飯
 

m
大
叫

議
議
 

、
一
 

曲
●
、1グ
 ラ
ク
 
ノ
g
ニ
ー
『ヒ

h
】つ
】
寿
 

.J
、
 

、
‘k
 

、

b
 

で
女
・
ー

を
聞

く
内

b
t
了

こ
1
山
而
ノ
 

）
コ
‘
をn
か
‘
、
グ
き
し
 

z
亮
 
す
（
！
ー
ロ
 
シ，
ン
師
月
な
人
．
国

k
た
だ
た
だ
感
 

実
施
画
計
は
夫
ぎ
の
方
針
 
グ

ル
ジ
A
、
シ
1
ソ
，
砂
場
加

ナ
る
の
み
で
．
こ
れ
を
現
わ
 

説
明
一餌
海
准
（
「
当
面
絡
爵
」
高
柳
場
助
加
い爵
加
ル
 

ー
‘
国
庫
補
助
対
象
と
 

場
，
野
球
揚
、
庭
球
場
，
排
い
て
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光
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．
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も
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よ
く
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司
に
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設
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ん
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憂
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総
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隣
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け
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編
航
騒
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琵
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等
の

床
し
き
物
語
り
 
誘
鯵

麟

験
し

た
 

医
局
の

こ
と
で
も
あ
り
．
往
診
に
付
添
 

豆
月
つ
ゴ
，
嘱
二
ゆ
j
り
い
躍
r「・
」
い
 
こ
、

つ
し

て
防
徐
 

し
な
胃
潰
ょ
ら
で
出
血
が
多
く
．
 

に
m
即
胡
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と
気
割
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り
ん
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瀧
つ
ぼ
ま
で
降
り
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査
す
る
一啄
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と
の
懇
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み
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晦
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た
．
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か
ら
発
表
さ
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た
肌
除
法
で
す
 

飯
詰
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？
神
山
観

光

コ
ー
ス
 

同
院
国
院
長
三
上
克
郎
先
生
と
上
先
生
も
睦
血
し
て
し
ば
ら
く
ま
す
。
次
ぎ
は
r
ん
ど
試
験
場
 

で
は
百
尺
余
の
験
そ
な
絶
壁
を
後
，
紳
山
温
泉

K
於
て
地
元
関
 

建
設
省
か
ら

遅
達
さ
る
 

同
院
国
院
長
三
上
克
郎
先
生
と
上
先
生
も
園
血
し
て
し
ば
ら
く
ま
す
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次
ぎ
は
r
ん
ど
試
験
場
 

建
設
省
か
ら
通
達

さ
る
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．
1
一
 1
1
 
J
 
,
1
 

で
は
七
の
風
景
の
妙
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贋
大
地
元
関
係
者
に
大
・
た
希
里
を
一建
設
省
か
ら
技
官
が
派
遣
さ
れ
事

K
な
！
ま
し
・
．
 

接
し
．
そ
の
愛
情
と
親
切
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鼻
そ
れ
で
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な
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立
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去
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家
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庫
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辺
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自
然
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園
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二
 
観
光
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設
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て
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は
軒
を
通
次
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の
ょ
う
 

会
園
事
業
設
計
方
針
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去
る

七
月
十
九
日

タ
刻
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ま
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病
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続
げ
た
の
で
あ
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．
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至
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観
光
三
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設
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設
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疋
旦
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び
仙
庭
議
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・
大
久
保
市
議
前

面
に
仰
ぐ
秀
峰
岩
木
の
雄
聖
 
質
先
に
問
題
に
な
る
の
は
値
女
実
施
設
計
を
至
急
提
出
す
る
公
園
関
係
国
庫
補
助
事
葉
は
速
一市
内
本
町
の
竹
谷
み
よ
さ
ん
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っ
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一
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た
み
よ
さ
ん
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・
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血
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山
リ
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せ
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心
彫

一
日
和
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つ
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如
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主
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J畑
い
割
町
か
変
の
託
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一
か思
激
‘
い
と
H
い
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家
族
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胡
恒
研
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靴
薙

認
靖

ド
臨
設

K
闘
す
る
縄
合
風
査
は
一
日外
崎
市
長
、
芳
賀
建
設
課
長
可
し

た
、
炎
天
の
下
両
技
官
は
街
．
背
後
を
彩
る
緑
濃
奄
松
也
 
っ
た
と
こ
ろ
は
何
れ
、
埋
れ
四
日
目

K
通
透
し
て
来
た
の
で

め
，
基
礎
的
公
園
施
設
の
早
期
一
で往
診
し
た
と
こ
ろ
，
 が
ん
固
」
同
‘三
上
先
生
と
角
田
婦
長
の
八
月
五
日
ど
ろ
に
は
．
こ
の
も
 

一
 

が
 
虫
と
た
り
、
 第
四
回
目
の
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消
防
の

仕

・
深
刻
に
胸
中
に
し
み
て
い
る
ば
し
い
限
り
と
い
わ
た
け
れ
ば
要
注
意
の
、
の
が
一
O
五
件
で
一
大火
を
防
ぐ

K
は
初
期
消
火
旦
知
ら
せ
下
さ
い
‘
 家
を
留
守
に
電
力
会
社

K
厳
査
し
て
‘
ら
う
け
ま
し
よ
う
．
 

次
の
査
察
結
果
を
御
覧
下
さ
い
の
雇
卵
ほ
始
め
吐
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従
つ
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亭
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腕
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い
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火
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火
事
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分
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扇
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大
事
で
す
．
小
さ
な
火
事
で
、
ーナ
る
時
は
火
元
を
点
撒
し
、
電
た
ど
．
火
災
り
危
験
あ
る
も
の
あ
た
た
の
家
に
危
陰
と
思
わ
れ
そ
し

て
危
い
と
こ
ろ
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ぐ
改
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峨
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設
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地
関
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概
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付
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．
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と
思
い
ま
す
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火
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る
し
さ
は
．
火
消
し
の
私
共
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市
民
の
皆
さ
ん
の
方
が
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内附
火
措
え
 

写
真
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発
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現
在
．
南
郡
の
旧
野
海
地
区

た
ら
び
K
大
郷
地
区
に
可
な
り

の
発
生
を
認
め
て
》
リ
ま
す
が

あ
と
は
あ
ま
り
見
受
け
ま
せ
ん

し
か
し
た
が
ら
発
生
が
多
く
た

る
の
は
八
月
中
、
下
旬
で
す
か

ら
、
葉
の
裏
に
っ
い
て
の
観
察

を
怠
ら
ぬ
よ
う
K
し
て
下
さ
い

七
月
二
＋
五
日
ど
ろ
か
ら
第
三

回
目
の
幼
虫
ふ
化
が
多
目
に
な

つ
て
い
ま
す
。
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ん
ど
試
験
場
で
飼
育
し
て

い
る
も
の
か
ら
の
観
察
で
は
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ウ
ト
ウ
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ニ
と
同
じ
よ
う

た
発
生
経
過
を
た
ど
つ
て
い
ま

す
。
今
の
所
各
地
と
も
量
生
が

ナ
く
な
い
が
、
発
生
が
多
く
な

る
。
は
八
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で
す
か
ら
充

分
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し
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と
す
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の
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で
す
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人
 
地
元
の
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に
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め
る

K
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先
づ
道
 
べ
く
，
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な
計
画
を
つ
く

を
よ
く
す
る
こ
と
，
地
 
り
是
非
こ
れ
が
実
現
出
来
ま

元
の
人
・
の
親
切
と
協
 
す
上

5
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力
し
た
い
と
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事
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力
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